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那須 由莉：らぴす舎・代表

多くの家庭実用書や生活情報誌の編集に携わる。2005年
『暮しの手帖別冊・あたらさん』の編集長として、創刊と同
時に「しなの鉄道・信濃追分駅」駅舎に「あたらさん編集室」
を設置、別冊の休刊後も継続して駅舎を借り、現在に至る。
「もったいない＝あたらさん」の知恵と心をコンセプトに、
編集・制作と創作活動を続ける。信濃追分駅『オオヤマ桜
を守る会』、軽井沢・借宿』ビオトープ KBS』のメンバー。

★
「
山
野
草
の
駅
」
と
し
て
、

四
季
を
彩
る
植
物
群
。
駅

前
庭
は
貴
重
な
山
野
草
を

育
て
る
植
物
園
。
13
年
前

に
藪
か
ら
ホ
ー
ム
に
移
植

し
た
ノ
イ
バ
ラ
。
お
隣
町
、

御
代
田
の
町
花
ヤ
マ
ユ
リ
。

ど
ち
ら
も
開
花
時
に
は
芳

香
を
漂
わ
せ
る
。

★
２
０
０
６
年
の
晩
秋
に

現
れ
て
か
ら
変
わ
ら
ぬ
姿

で
、
野
ネ
ズ
ミ
の
被
害
か

ら
駅
を
守
り
続
け
る
愛
猫

〈
フ
ー
〉。

（上）下り待合室の横には、
古いウィスキーの樽を利
用した雨水の貯水槽、愛
称・雨水くんを設置。

（下）下りホームから望む、
駅舎の裏側。

（左）南に面して冬でも暖
かい上りホームの待合室。

炊事室と並行に宿直
室に使われた 6 畳の
和室がある。仕切りの
引き戸は、汚れを丸洗
いしペイントで化粧。

下りホームの待合室。むき出しの木組みが懐かしい。ホーム
の嵩上げ工事に伴って、木製ベンチも嵩上げされた。

（
上
）
下
り
の
待
合
室
外
観
。
駅
名
板
は
私
た
ち
の
手
作
り
。

（
下
）
国
鉄
時
代
の
手
書
き
看
板
を
ち
ゃ
っ
か
り
再
利
用
。

（
上
）
現
在
は
無
人
駅
だ
が
、
改
札
横
に
は
当
時
の
キ
ッ
プ

売
り
場
の
窓
が
残
る
。
左
に
は
暖
房
付
き
の
待
合
室
。

（
下
）
駅
舎
入
口
を
入
る
と
、
そ
こ
は
大
正
時
代
の
雰
囲
気
。

　『
山
野
草
の
咲
く
、
昔
の
駅
に
戻
し
た
い
！
』
と

願
っ
て
い
た
矢
先
、
念
じ
れ
ば
通
ず
!?

　
編
集
室
オ
ー
プ
ン
の
翌
月
、
駅
の
周
辺
に
「
オ

オ
ヤ
マ
桜
」
の
苗
木
を
植
樹
し
、
駅
ホ
ー
ム
に
設

置
の
プ
ラ
ン
タ
ー
に
は
山
野
草
を
植
え
る
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
が
！

　
早
速
、
主
催
の
『
オ
オ
ヤ
マ
桜

を
守
る
会
』
に
参
加
し
て
、
地
元
の
会
員
の
方
々

と
手
を
携
え
、
駅
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
計
画
し
ま

し
た
。
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
活
動
を
続
け
、

今
で
は
町
花
の
サ
ク
ラ
草
を
は
じ
め
、
ス
ズ
ラ
ン
、

ノ
イ
バ
ラ
、
キ
キ
ョ
ウ
、
ユ
ウ
ス
ゲ
、
オ
ミ
ナ
エ

シ
、
ヤ
マ
ユ
リ
、
ナ
デ
シ
コ
…
と
季
節
を
告
げ
る

草
花
が
次
々
に
顔
を
出
し
ま
す
。
高
原
は
風
が
抜

け
昼
夜
の
温
度
差
も
あ
り
、
紫
外
線
も
強
い
せ
い

か
、
花
色
が
鮮
や
か
な
こ
と
も
発
見
で
し
た
。

追
分
な
ら
で
は
の
駅
舎
活
用
を
！

　『
あ
た
ら
さ
ん
』
と
い
う
雑
誌
は
残
念
な
が
ら

１
年
で
休
刊
に
な
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
夫
婦
は

休
刊
後
も
駅
舎
を
編
集
室
と
し
て
借
り
続
け
ま
し

た
。
絵
描
き
の
夫
は
駅
舎
と
町
の
多
目
的
室
の
小

さ
な
隙
間
に
波
板
の
屋
根
を
渡
し
て
ア
ト
リ
エ
を

確
保
。
こ
こ
で
な
け
れ
ば
到
底
味
わ
え
な
か
っ
た

手
作
り
の
暮
ら
し
で
す
。
駅
舎
に
住
め
る
こ
と
に

感
謝
し
つ
つ
も
、
70
歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
『
こ
の

駅
舎
を
地
域
の
宝
に
し
た
い
！
』
と
い
う
思
い
が

去
来
。
オ
ー
プ
ン
か
ら
丁
度
15
年
目
の
10
月
末
に

編
集
室
を
閉
じ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
３
年
後
、
信
濃
追
分
駅
は
１
０
０
歳
を
迎
え
ま

す
。
こ
の
貴
重
な
駅
舎
を
追
分
ら
し
い
場
所
と
し

て
活
用
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
住
民
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
、
行
政
も
街

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
是
非
、
後
押
し
を
！

　
と

願
っ
て
い
ま
す
。

★‥編集部、撮影


